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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成29年３月14日に公表いたしました平成30年１月期第２四半期累計期

間（平成29年２月１日～平成29年７月31日）の個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

記 

１．平成30年１月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成29年２月１日～平成29年７月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益

四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想（Ａ） 1,730 90 90 50 17.92

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 1,836 141 142 88 31.55

増 減 額（Ｂ－Ａ） 106 51 52 38  

増 減 率（％） 6.1 56.7 57.8 76.0  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成29年1月期第２四半期） 
1,701 109 109 73 26.19

 

２．修正の理由 

シネマ・アミューズメント事業は、本年３月にオープンした新スクリーン「プラスワン」を活用した

効率的な増収施策を実施したことに加え、上映作品に恵まれたこともあり、売上高は当初の予想を上回

る見込みとなりました。不動産事業では、テナント誘致活動を進めるとともに、各種工事等を計画的に

進め安全・快適なビルづくりを逐次進めた結果、概ね当初の予想どおりの売上高を確保できる見込みで

あるため、会社全体の売上高は前回発表予想を上回る見込みであります。一方、売上原価は、映画興行

収入の増に伴いフィルム料は相応に増加しましたが、諸経費は部門別業績管理の徹底によりほぼ想定ど

おりに推移しました。その結果、各利益ともに、前回発表予想を上回る見込みとなりました。 

 

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後さまざまな要因

によって予想数値と異なる結果になる可能性があります。 

   また、第２四半期累計期間の決算短信は、平成29年９月６日（水）発表予定であります。 
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